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＜連絡事項＞

· 明日17:00～法人納涼会

· 明日15:00～食事サービス提供管理委員会を２階会議室にて実施予定。

＜外来情報＞

· 鈴木　恵美子様～最近気温が高いこともあり着がえをもってきていると話す。また、虫刺され訴え
　　　　　　　　あり、オイラックス軟膏処方となっている。

・　中居　松男様  ～夏ばて中であると話す。また、8/20に青山荘を退所すると話しており、本日青山荘スタッフがアパートを探しに行っているとのこと。

・　奥山　以依子様～本日外来受診のため9時50分に待合室に来ていたが受付をしていなかった。スタッフの声がけに「まだ10時になっていないから」と話される。診察では「部屋の前にシミがあったから掃除をした」と話していた。

· 長瀬　紘一郎様～「お盆は実家へ帰る事はしないが8/13に墓参りには行く」と話していた。

· 山田　健次様   ～食欲・睡眠状態は問題ないと話す。うみねこ幸房については「疲れない」と話
　　　　　　　　していた。

・　柳町　信之様  ～外来受診時ニヤツキある。便については「硬いときが多いです」と話す。

・　前野　義勝様  ～足の痛みについては「赤田外科を受診しなくても良くなった」と話す。ナイトケアについては、ＳＳＴなどでレベル別に実施し上手く出来るようになったら卒業したいと話す。主治医より、ナイトケアは継続して通うよう指示がある。また、ナイトケアについて、「自分は何でも出来る、スタッフが自分を評価してくれない。先のことが心配で将来的には南山苑か青風荘に入らなくてはならないのか」等との話をしている。今を考えるよう指導あり。

＜利用者様情報・検討＞

· 杉澤　恵子様～体重の急激な増加の為、本日から体重・胸囲測定を行い記録に記載している。かか

との靴擦れについて、本人靴を履く際靴下を履かないでいる事多く、靴擦れの悪化が見られている。今後本人と面談し、かかとの手入れを含め清潔の保持及び身体管理の仕方について話をしていく。

以前、ご家族から本人の様子を伺う電話があった翌日、本人より「家族に怒られた。何を話したの？」と質問されることがあった。今後、本人の普段の様子や金銭面についてご家族へ連絡する際、予め本人に話す内容を伝え了承を受けてからご家族に電話をする。

· 鈴木　茂子様～今週は夏ばてや胃痛を訴えデイケアに1日も来ておらず明日も休むと言う。その旨、
　　　　　　　保護者である姉に伝える事とする。

· 前野　義勝様～8/8のナイトケアにて、グループミーティング・ＳＳＴなどでナイトケア退所希望
　　　　　　　聞かれている。「ナイトケアに何の為に来ているのか分からない」等と話す。その
　　　　　　　都度スタッフのほうからナイトケアの説明はしているが、他者より「今はまだいた
　　　　　　　方が良い」と言われ納得している。今後の対応としては、何か同様の訴えがあれば
　　　　　　　担当スタッフ及び主治医へ話すよう伝え、複数のスタッフが対応して異なる事を伝
　　　　　　　えることが無いように関わっていく。

＜事例検討＞

○　田名部　一樹様　　29歳　　統合失調症

高校卒業後、仙台の専門学校（自動車関係）へ通う。平成13年、幻聴・不眠などの症状出現。八戸へ帰省し、平成14年3月30日当院入院となる。退院後は、平成15年10月10日より青山荘入所となる。同年12月20日よりデイケア通所開始となっている。現在は自宅（青山荘に席あり）から通所しており6ヶ月が経過している。

（現在）

　　両親との3人暮らしをしており、生活については殆ど家族が支えている。

（目標）

　　生活技術の獲得

↓

「今後、長期的に考えると、父母の存在がなくなったとき、自分はどうしたらよいのかわからなくなる」と話している。

（スタッフ情報）

①仕事への希望について→特に希望はなく今のまま年金暮らしを希望している。

②プログラム参加状況→継続して取り組む事出来ている。

③外来は時間どおりに来る事出来ており、睡眠・病状については落ち着いていると話す。

④現在の薬について→「飲んでいる薬で安定している・変化無いのが良い」と話す。

⑤少しの変化について→本人的には重大な問題である。

⑥以前に比べて自分の意見を話すことが出来るようになってきている。

（そのために今通所スタッフとしては何が支援できるのか）

今のところは現状維持が目標となり、見守りを続けていく事とする。変化があればその都度、関係機関及び主治医への報告をしていく。

＜食事サービス提供管理委員会＞

· セレクト時、糖尿食の方の食事内容が間違っている事がある。

· 糖尿食から普通食になった方の食事が、いまでも特別食の台に上がっている事がある。

· 糖尿食の食事内容が間違っていた際、「あまり変わりませんから」と言いながら業者スタッフが単位数の違う利用者様のものと替えていた。

· 夕食時、カレールーが足りなることがあった。

· 牛丼が出た際、業者スタッフが利用者様のいる前で「みんなが多く盛りすぎるから足りなくなるのよ」と言った事で、その話を聞いた利用者様方は少量の具しか乗せる事が出来なかった。

· 料理教室時の食材について、品が揃っていない事が多すぎる。

· 冷たい蕎麦が美味しかった。

· ナポリタンとから揚げのセットが良かった。

· 食材が足りなくなると直ぐに足してくれて嬉しかった。

＜通所利用規約＞

○進行状況

· 青風荘、青山荘入所のメンバーは、青風荘、青山荘スタッフへ依頼している。

· 自宅、グループホームから利用されている方のご家族に利用規約について電話連絡をしている。

（一通り電話をしてみたが不通であった家が数件あり。日を改め再度電話をかけている。）

· ご家族が通所リハビリテーション棟に来所出来ないと連絡があった際は、メンバーが利用規約をご家族に渡した方が良いか、又は、郵送の方が良いのかご家族、メンバーに確認している。

· 利用規約を郵送する際、ご家族に電話連絡してから郵送する。利用説明書の表紙に説明したスタッフのサインをする場所があるが、その場所にはご家族に郵送をする電話をかけたスタッフがサインをする。

· メンバーに説明する場合は、なるべく担当者が説明をしてから渡す事が望ましい。










